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複数の工事現場を管理する現場管
理者は、電話や口頭で連絡される報
告内容を後に清書・データ化する必
要があり、取りまとめは大きな負担
となっている。
こうした現場管理の負担を軽減す
るため「フィールドコラボ」は業務
管理とビジネスチャットを一体化。
案件ごとに自動作成されたチャット
ルームで、作業者が現場作業の報告
を行うことで、業務管理システムに

も作業状況が蓄積される。報告への
リアルタイムの完了確認のほか、事
後の報告書作成がまとまったデータ
をもとに実施できるため、現場の管
理負担を大幅に削減可能できる。同
僚や後任者が過去の工事情報を参考
にする際も、作業の背景や備考も含
めて蓄積されているため、有用な情
報として活用できる。
また「フィールドコラボ」の大きな
特徴として、工事履歴が時系列で整
理された「工事タイムライン」を搭
載している。新任者でも一目で工事
の背景・経緯が把握できるため、案 件概要の把握や、チーム内引継ぎに

有効利用することができる。
また「フィールドコラボ」は熟練
者の引退やコスト削減による現場作

「フィールドコラボ」は、工事現場における現場タスク管理とビジネスチャットを融合させた現場管理サービスである。
従来、工事現場におけるタスク管理は工程表を元に現場監督や職長が電話や対話で実施してきた。しかし社会インフラの
メンテナンス現場においては、昨今の人手不足によりひとりの管理者が複数の現場を担当することが増え、管理項目も増
加していることから、報告の取りまとめは現場における大きな課題となっている。「フィールドコラボ」は黒板等で実施
されていたタスク管理と現場からの報告をデジタル化。担当者のタスクアサイン、概要連絡、モバイル報告を一元的に実
施。日々の現場作業における報告・管理を支援し、現場管理の負担を軽減する。
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現場管理の負担を軽減する、現場DXの
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図１　フィールドコラボ概要 図２　工事タイムライン
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業者のスキル不足を補うことを可能
とする、映像による遠隔作業支援も
提供している。
現場でトラブルが発生した時や、
現場管理者に完了確認を依頼したい
際に、作業者は映像で確認を依頼。
現場管理者はオフィスやほかの現場
から、遠隔で作業者を支援すること
ができる。「フィールドコラボ」に
はこれら基本機能のほか、各メンテ
ナンス現場に特化した３つのオプ
ション機能を提供している。

現場でスマートデバイスを用いる
際に、高所や暗い場所等での操作は

「フィールドコラボ」は、設備や
構造物のデジタルツイン化を実現す
る NTTコムウェアの「Smart Data 

Fusion」と連携し、作業空間と作業
箇所を統合した 3Dモデル空間での
シミュレーションを実現している。
構造物の高さを 3Dモデル空間に描
写、工事や作業の前に管理者側で作
業空間を事前に把握し、手順確認や
位置ずれ、危険ポイントの抽出を行
うことで、作業中の事故防止を図る
機能を実現している。

社会インフラメンテナンスの現場
では、今後 AIなどさまざまなデジ
タル技術を利用したサービスの導入
が想定される。一方、作業者や現場
管理者は新たなツール導入に伴う仕
事の変化への対応が必要となり、そ
の負担は増えていく。「フィールド
コラボ」はそれらデジタルツールと
作業者の間で、円滑な導入を促進す
る現場 DXのポータルとして進化さ
せていく予定だ。
コンシューマが普段から利用する

SNSが ECなどさまざまなサービス
の入口になるのと同様、ビジネスに
おいて普段から利用するタスク管理
サービスが、多様な業務用サービス
の入口になる。「フィールドコラボ」
は今後、各種サービスと連携可能な
APIを備えることで、各種デジタル
ツールのポータル・フロントエンド
なり、現場の生産性向上と安全確保
に貢献していく。

危険を伴う。例えば厚生労働省の転
倒災害防止対策として「ながら」歩
きの禁止などが注意喚起対象となっ
ている。「フィールドコラボ」は利用
者自身が自由に対話シナリオを作成
できる音声チェックリストにより、
ウェアラブルマイク・スピーカーと
連携した音声での報告・帳票作成を
ハンズフリーで実現することで安全
性を向上させる。音声 AIのエンジン
には株式会社NTTドコモの「ドコモ
AIエージェント API®」を採用し、
精度の高い音声認識を実現している。

昨今、熱中症対策をはじめとする
作業者の安全管理は、事業者にとっ
て大きな課題となっている。株式会
社 NTTPCコミュニケーションズが
提供するウェアラブル IoTセンサに
よる作業員の体調管理サービス「み
まもりがじゅ丸®」と「フィールド
コラボ」をセットで提供し、作業者
の体調をリアルタイムかつデジタル
に把握することができる。
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